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れるとともに、in vitro およびin vivoにおいて5FU曝露によりERCC1蛋白発現が抑制され
る事を明らかにした。5FUによるERCC1蛋白発現抑制がDNA修復能力を低下させ、L-OHPの作
用を増強させることが示唆される。 
 
結 論 
 以上の成績より、MACに対するL-OHPと5FUとの併用療法の有効性が示されるとともに、そ
の作用機序には5FUによるERCC1蛋白抑制が関与していることが示唆された。両剤の併用療
法がMAC症例の予後を改善させることが期待される。 
